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プロツコリの播種期別の花成に幽する研究

平尾　陸郎・工藤　洋一・佐々木好子
（青森県農試園芸支場）

第1蓑　試験　方法
1　ま　え　が　き

プロッコリはハナヤサイより味や栄養価の点でまさ

り，需要も年々伸びているが，d～9月の高温期での

暖地生産は制約され，生産是も少なく端境期となって

いる。この時期の生産は中部高冷地に頼っているが，

青森県のように高緯度寒冷地では夏季冷涼で日長も長

いことが，花蕾の形成，発育に有利であることが予想

される。このため本県での夏季の生産販売を進めるた

め1989～り0年に播種時期試験を行なって花房分化

と花蕾形成に対する基礎資料を求めた0

2　試．験　方　法

第1表のとおり行なった。

項　　 目 1 9 8 9 年 1 9 7 0 年

供　 託 品 種
長交 グリーンコメット 長交 グリーンコメット

長交極早生 D eC lec oI M edユu m

播　 種　 期
5′7　20′7　5／8　20′8 5′5 25′5 15／4 5′5

25／5 15′‘

育　 苗 方 法

1 回移樅 5／5　25／5 ま きはハウ

5　0 日育苗 ス 4 0 日育 苗。他は

同左

我　 柾．

施 肥 量

瞳幅 1 5 5 と刊，間 5 抽 乃2 粂稚，株間 4 0 m ，

N ． P 2 0日　 K 2 0 各 2 5 Kク。 N ， K 2 0 2 回

追肥

調　 査 方 法
播種後 4 0 ， 5 0 ， 6 0 日の花芽，花乳 生

育調査，収穫調査，生育期間中の気温調査

5　試　験　結　果

1　花房分化期

第2表　各品種の花房分化期，低温感応期当初の葉数と茎径および低温感応期の最低気温の平均

語 喜 播 阻 慧 ≡ 花　 房：分 化 期 低 温 感 応 期 低 温 感 応期

の最 低 気 温

の 平 均

摘　　　　 要
は 塩 後

日　 数
展 開菓 数　枚 茎　 径

替 種 差
展 開 菓数 茎　　 径

ワ 0

D O

月　 日 日 　 亡椚

（n 4 2 ）

日 杖 d m ℃

低 温 感 応 を分 化 前
5．　 5 5 0 5．9 4 0 4 4 0．5 5 6．8

2 5 5 0 5．9 n 5 6 4 0 4 2 （n 2 0 ） ヱ8

4 15 4 8 （4 8 ） n 4 5 5 8 （4 0） （n 5 0 ） 8 2 1 0 日 と　した

C l e C O 5． 5 4 5 ヱ0 n 5 8 5 5 4 1 m 5 5 1 0．8

2 5 4 0 5．8 n 5 6 5 0 （A O） 8 5 8 1 2．7

6．15 5 0 a O n 7 7 4 0 5．9 n 4 2 2 0．8

長　　 交

5． 5 5 5 占．9 0．9 0 4 5 5．4 8 5 7 Z D

同　　 上
25 8 2 （5．9 ） （n 8 0 ） 5 2 5．5 n 5 9 8 5

グ リー　 ン 4 1 5 5 5 ヱ 1 n 8 8 4 5 5．2 n ‘9 9．7

コ メ ッ ト 5． 5 4 8 は う （n 8 0 ） 5 8 （5．0 ） （8 4 °） 1 0．2

2 5 4 5 6．9 1．1 4 5 5 5．6 n d 2 1 2．8

8．15 5 0 8 2 1．0 2 4 0 5．7 α 5 2 2 m 8

M d iu m

5．2 5 d O 占．5 n 8 0 4 0 4 1 （n 5 0） 7 5

低 温 感 応 を分 化 前
4 1 5 5 0 （ム2 ） （0．8 7 ） 5 0 4 1 n 5 0 8 2

5． 5 5 0 1 6 n 7 8 5 0 4 2 n 4 2 1 1．4 2　0 日　とした

2 5 4 8 ス 7 1．0 9 2 8 （4 0 ） n 4 ° 1 2．9

I8 9

長　　 交
エ　 5 5 0 a 4 1．2 9 4 0 6．5 n 5 8 1 占．2

D O　 C i C e　O に
2 0 5 2 は7 1．2 1 4 2 8．5 n 5 7 1 5．8

極 早　 生 a　 5 5 2 a O 1．0 9 4 2 8．2 n d d 1 1．5 準 じた

2 0 5 5 （8．8 ） n d d 4 5 （5．7 ） （n 4 8 ） 2．8

長　　 交
1　 5 5 5 a 5 1．7 5 4 5 8．5 n 9 1 1 占．0

同　　 上
2 0 5 5 ス 9 1．4 0 4 5 6．0 n 7 1 1 5．2

グ リー ン
8　 5 5 2 Z O 1．5 6 4 2 5．5 0．7 4 1 1．5

コ メ ッ ト
2 0 5 8 ス4　　　 1．O D 4 6 5．1 n 5 0 5．0

注．（）の数字は各品種の花房分化期，低温感応期の最小数値0
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第2表のように播種期によって播種後花房分化の日

数は異なり，春～初夏まきでは各品種とも播種期が遅

れるほど日数が短くなり，5月25日まきが最短とな

る。夏まきでは2品種とも播椀期が遅れるほど分化ま

での日数が長くなる傾向を示した。

2　花房分化期の生育と気温

花房分化期からその時期の生育状況を推算した結果

は第2蓑のとおりで品種・播種期によって異なる。

各品種の分化が行なわれるための低温感応の時期を

早生系品種で分化前10日，中生品種のM（い且i」ユ皿で

は20日前と想定して，それぞれの播種期別にその時

期の菓数，茎径の調査結果を算出したのが第2表で，

各品種の低温感応期の最小数借をその品種の低温感応

苗令とすると，Decicco，Medlumは禁教4枚，

茎径5mm，長交グリーンコメットは菓数5枚．茎径48

mmくらいと推測され，長交桓早生は栽培期の関係から

判然としない。
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これらの花房分化に関係した低温感応期間の最低気

温平均でみると第2表のようで，1叩0年の占月15日

まきを除いて各播種期とも17℃以下の低温で所要低

温の17℃の中生種Modlumの要求を満している。

しかし，占月15日まきでは20．8℃で，早生種の所要

低温22℃より低くなっていたが，DecIce0．長

交グリーンコメットの2品種ともその前の5月25日

まきより1969年の7月5日，20日まきのように幼令

期が高温下にあった場合．百合が進み低温感応期の平

均低温が15～1d℃で花房分化に50～55日を要

している。

5　収穫状況と花蕾の発育

播種から収穫までの日数は春～初夏まきでは播種期

が早いほど日数を要し．夏まきでは播種期が遅れるほ

ど日数がかかっていて，8月20日まきでは年内未収

種となっている。
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第1図　各品種の播種期別花菅の1日当り発育量と平均気温

頂花菅と側花菅の収量は春～初夏まきでは播種期が

遅れるほど項花香の1日当りの発育量が少なく（第1

図），また，側花青の収穫数も減って株当り収量も減

少している。一方，夏まきでは7月20日まきと7月

5日まきの頂花膏重では差がなかったが，側花膏の収

量は著しく減収して総収量が低下し，8月5日まきで

は収量が激減していて，播種期が遅れて収穫期が低温

になるに従って収量の河少するのが認められた（第5

蓑）。

頂花膏，側花膏の重量には品種間差異がみられ，

つ6日〇iccoは他の品種より頂花替重が軽く，高温期に

なると花善の発育が抑えられやすく，長交グリーンコ
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メットは頂花蕾重が重く，高温による花啓の発育の押　品種と思われるが・花膏の形状が悪く・異常花番が出

制度はDocieeOより少ないように思われるoM8－　やすいo

dlu」皿は頂花蕾は重いが，側花菅の収急が低く頂花菅

第5表　品種の播種期別収種状況

　 項 目

年 次 品 種 播 種 期

頂　　 花　　 菅
側　　 花　　 番

1 抹 当 り

収 量

（重 量 ）
播 種 後

日 数

収　　　　　 量 収　　　　　 量

個　　 数 重　　 量
1 日 当 り

花 蕾 発 育 量
個　 数 重　　 畳 1 日 当 り

花 啓 発 青 畳

1 9 6 9

長　 交

庫 早 生

エ 5

2 【）

8 5

20

8 1 日 5 0 個 8 9 8 9 才 1 7 9 才 4 5 4 個 8 4 5 押 1 ・ ダ 5 5 2 才

9 d 5 0 ス 0 1 5 1 4 0 5 8 0 5 ，1 C1 0 1 5 2 5 9

1 2 2 5 0 乙 5 5 0 5 1 2 9 1 t 5 7 5 5 8 0

長 交

グ リー ン

コ メ ッ ト

ヱ 5

2 0

8 5

2 0

8 1 5 0 1 5 2 8 1 4 8 4 8 1 5，5 7 0 1 2 2 5 8

9 d 5 0 8 8 5 8 1 7 7 2 5 0 5 ，0 2 5 1 5 2 5　7

1 2 2 5 0 5，0 2 5 7 0 1 4 5 6 1 5 4 8 1

1 9 7 0

D O

5 ． 5

2 5

9 0 4 0 1 0．9 2 5 1 8 2 5 5 2 1 5 ．7 8 0 4 2 4 1 1

4 9 79 0 4 0 1 も 1 6 5 2 6 9 5 1 5 1 5．9 5 5 2 7

4 1 5

5． 5

2 5

°．1 5

8 0 5 2 1 0．4 4 5 1 7 4 5 8 9 1 4，5 8 0 5 7 4 0 2

C i e c O 7 7 5 2 7 0 5 0 1 1 8 5 1 9 ス 1 7 0 2 5 2 5 7

7 0 5 0 5 ．5 4 5 5 9 1 1 9 1 6 9 5 1 4 7 8

7 9 2 9 1 8 9 0 1 2 8 －

5 0

（1 2 8 ）

5 2 9

長　 交

グ リー ン

5． 5

2 5

4 1 5

9 0 5 5 1 2．1 7 0 2 1 2 5 7 8 1 9．0 2 8

9 8 5 4 1 て 5 8 5 2 8 5 5 8 4 1 5，1 0 0 4 5 0 1

8 0 2 5 1 0．8 2 5 1 8 0 5 4 1 1 1 7 1 （】 4 5 4 7 4

5． 5

2 5

6．1 5

7 7 2 9 て 5 8 5 1 2 6 2 4 2 ‘．8 2 5 2 7 2 5 6

コ メ ッ ト
7 0 2 5 5 ．4 1 5 9 0 1 2 7 2 ，7 5 7

1 5 5 5

2 2 1 5 5

8 1 5 1 1 0．6 2 5 1 8 0 －

2 8

（1 8 0 ）

4 5 1

5 6 0

M o d illm

5 ．2 5 1 0 0 4 0 1 7 5 5 5 5 0 8 2 8 8

4 1 5 8 4 5　4 1 5 ．8 4 5 2 5 1 2 9 7 1 8 5 5 2 8

5 ． 5

2 5

8．15

7 9 2 9 1 1，2 5 0 1 8 7 9 8 2．4 4 0 2 5 2 2 7

8 1 5 5 乙 d 5 5 1 7 8 1 2 0 2 0 1 9 8

4　項花啓の発育と環境条件

頂花菅の発育に対する環境条件の影響をみると・花

房分化期から収穫までの所要日数を花啓の発育速度と

して，その期間の日可照時数（日長）の平均などとの

相関図は第2回のようにγ＝n729の関係がみられ・

日長が長いほど収樫までの日数は短くなる0また・頂

花菅重とこれらの環境条件との関係は気温では第5園

のようにY＝一5544＋…・8Ⅹ－tMⅩ2の回帰曲線が

成り立ち，平均気温15～18℃の場合の花曹重が重

く，これより気温が上下するに従って花沓重の減少す

ることが認められた。
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第2図　花菅の発育速度と日長との関係
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第5図　頂花啓重と日平均気温との関係

4　考　　　　　察

プロッコリの花房分化の適温は早生種は22℃以下，

中生種は17℃以下の低温とされ，山崎は甫令の若い

ものは低温に鈍感で，苗令が進むほど敏感になり，加

藤はハナヤサイのEarly Snowball Aを用いて

必要低温は17℃以下，苗の茎径5．5mのものを試験

して最適低温15℃内外にあるとしている。

本試験の結果でも必要低温22℃以下の早生種が15

℃以下の低温によく感応している。ただd～8月まき

では苗令が進み低温感応しやすい条件にあり気温も22

℃以下にあっても，その温度が所要低温の範囲内で高

いと，花房分化に日数を要していて，適当な百合でも

若い甫令では長い囁寒期間を要するのと同様に高い所

要低温では苗令が進んでも感応に日数を要している。

このことから寒冷地では高温期間が短く高温も暖地よ

り低く，この影響が少なく，花房分化適温に有利とな

る。

低温感応百合は品種によって異なり．寒冷地で栽培

適応性の高いと考えられる早生種のDQCieco　では

葉数4枚，茎径5m，長交グリーンコメットでは5枚

内外46mm位と推測される。

花房分化期は品種によって異なるが，早生種では播

種後40～50日内外で花房分化期に達する。

花苛の形成発育については山崎は花房分化後花啓ま

での発育は5～8℃の範囲で高いほど早く，花荷の大

小が環掛こ支配されることは少なく，播穐後分化まで

の期間が長く分化節位が高く葉数の多いものほど大き

い花膏を着生するとし，加藤も栄養生長を十分に遂げ

てから花葡形成に入ることを理想としている。

花布の発育速度は本試験でも気温の高いほど早まり，

また，香川の報告同様日長の効果が認められていて．

高緯度寒冷地では夏の日長は長く，気温上昇と日長の

増加はほぼ平行していて，この気温と日長の相乗的効

果と思われ，播種後収穫までの日数を杉山，篠原らの

播種期試験の早生種の5～8月まきの5～5．5ケ月に

比較しても短く，この地帯の気象的効果が推測される。

花膏の量的発育には日長の影響はなく，気温の影響

が大きく，15～18℃の気温が最も発育し20℃以

上の高温や10℃以下の低温によって発育が抑えられ，

1日当りの花膏の発育量も同様の傾向を示した。

以上の粁巣から青森県のように寒冷地は気象的にプ

ロッコリの夏出し栽塔に適し，品種としては早生種が

よく，夏季高温期の我塔には県内の冷涼地をあてるな

どして産地形成をはかるべきと考える。




